
日時　 9月7日（月）20:00～22:00
会場　 住友商事本社
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし
議事録 日鉄住金物産/高石・尾方

議題

目次 1 資料配布
2 商社リーグ・会議について
3 リーグ構成の変更説明
4 配布資料説明
5 チームデータ提出状況報告
6 ML提出・登録状況報告
7 MC報告書提出状況報告
8 試合前マネジャーズMTGトライアルについて
9 まとめ挨拶 ※以下敬称略

内容 1 資料配布(6点)  クモの巣グラフ(一部・二部)、星取表、得点ランキング、審判・フェアプレー得点ランキング、チームデータ提出状況資料

2 商社リーグ・会議について(役員会/金田会長)
① 代表者会議の目的:　リーグのクオリティを高める。「参加者」と「経営者」の二つの軸をもって各自が行動する必要がある。
② 商社マンとしてリーグへ関わり方の心得:　起業家たちの集団(Entrepreneurs Organization=EO)の紹介

・忙しい中で高いパフォーマンスを発揮するために、タイムマネジメントの重要性を強調。
・成功している人の共通点=限られた時間の中で目の前のことを真剣に取り組む→効率が上がり、他の仕事も捗る。
・個人としてだけでなく、チームとして目標を達成しようとする姿勢が全体のレベルを上げる。
・各自がプレーヤーとしてだけではなく、運営のリーダーとしての役割を果たすことでリーグのクオリティが上がる。
・備品やグラウンドの使い方など秩序を持って活動していくことが必要。             　　       →商社マンとして「Conflict of Interest」解決が重要。

3 リーグ構成の変更説明(役員会/中村)
　 ・前回の代表者引継ぎ会議の直後に役員会/北川より、来年度よりリーグ構成を変更する旨、MLで通知済み。

・1部6→5チーム、2部9→10チームに変更。試合数の平等化と試合レベルの均衡化が目的。より白熱した戦いを期待。
・昇降格について、1部は現状維持、2部は1位の自動昇格がなくなり、1位と2位が入替戦を戦う。
・2部においては、優勝が昇格に繋がるとは限らないため、最終節までレベルアップを図る必要がある。

4 配布資料説明(三井物産/勝岡)
① 星取表説明

・1部は9/30(約3割)、2部は7/36(約2割)試合消化。グラウンドを取得チームの試合が優先される為、1部の試合進行が早い傾向。
・1部はフェアプレー項目で満点のチームがすでになく、比較的ラフプレーなど荒れた試合が多いため、引き続き怪我には注意。

② クモの巣グラフ説明(三井物産/勝岡)
・各項目1～5段階の評価でどれだけ商社リーグに貢献したかの指標になる。
・クモの巣グラフの意義の確認(役員会/金田会長)
横軸=提出物・減点・罰則は組織の運営を評価、グラフの下部=審判・MC・フェアプレーはリーグのオペレーションへの貢献度を表す。
商社リーグは、サッカーの実力だけで評価されるリーグではなく、個人としての行動以上に、チームとしてリーグへ貢献していくことが重要。
→強いチームを育てるには強い運営基盤が必要であり、各人が上記の意識を持ってリーグに取り組んで欲しい。

5 チームデータ提出状況報告(岩谷/戸辺)
15チーム中12チーム問題なし。その他下記チーム提出期限、書類に不備あり。
・三菱商事(1点)…期日通り提出も不備あり、8/24再提出。チーム写真提出遅れ。※後日役員会で協議→不備無しに訂正
・住友商事(3点)…期日通り提出。過去の戦績に不備あり。岩谷で確認し修正。
・豊田通商(0点)…チームデータ7/31提出。チーム名簿8/3提出。
その他、三菱・岩谷・三井・JFEにチームデータ担当者と名簿連絡先の違いあり。※運営要綱に記載がない為、今回は減点なし。
ほとんどのミスには理由があり、提出期限があることも主幹事側の円滑な運営に必要なことであり、今後要注意。
→発言力を上げるためには、貢献度を上げ説得力を備えることが必要。(役員会/金田会長)

6 ML提出・登録状況報告(日鉄住金/遠西)
・前回幹事(JFE)より、会議でのML提出状況報告について引継がされておらず、フォーマットも未入手。
→9/13までに岩谷産業からJFE商事へ送付、内容確認後、JFE商事から日鉄住金物産へ送付。
→今後は幹事間で適切にリマインドし合い、会議の準備を前広に進める（幹事マニュアルにタイムスケジュール記載あり）。
・ML登録は8/5に全て完了。2チーム(丸紅・JFE)が登録アドレスを誤って主幹事に送付し、主幹事から担当幹事へ転送した。
→提出期限直前の行動が要因。主幹事はリーグ運営に関する多くの仕事を抱えているため、つまらないミスをなくすよう注意。
・来年度より、業者を使い別のMLを使う可能性を検討中。日鉄住金にて今期中を目途に全登録者をExcelにファイルに纏めて
おいてもらうよう、指示。（役員会/金田会長）

7 MC報告書提出状況報告(蝶理/川崎)
下記2チームのMC担当に内容不備あり。
・日立(3点)…手打ち入力の際の転記ミス。フォーマットを使わずに手書きで転記したことが要因。
・兼松(3点)…得点者の記載ミス。試合後の両チーム(日鉄住金、蝶理)のチェックの甘さが露呈。サインに責任を持つことが重要。
【改善提案】
・新たなMC報告書フォーマットを利用→役員会/中村が作成、9/13までに展開。
・報告書提出時のテンプレートに「内容に不備があれば、試合の翌々営業日13時までにご指摘下さい」という文言を追加する。

8 試合前マネジャーズMTGトライアルについて
・今週末の試合より、トライアルとして第一試合（第三試合）の1時間前に、第一＋第二試合（第三＋第四試合）のチーム代表各2名
が集まり、グラウンド利用・備品・報告書の注意事項を確認するMTGを導入する。減点を無くすことが主たる目的（過去の減点事例
のうち、遅刻や備品忘れに起因するものが約7割を占める。1時間前に集まることにより、何らかの問題にも対処出来る時間の余裕
を持たせる。併せて、グランド利用・MC報告書内容確認・審判執行の注意点等の重要事項を共有する場とする。
※MTGに遅れることによる罰則などは設けない。
※奇数回の試合を行う場合、主幹事よりMTG時間につき別途連絡（基本的には2試合毎実施）。

9 まとめ挨拶(役員会/西村)
日々の小さなミスの積み重ねが大きな問題になり得るため、ミスがあれば改善点を見つけて素早く実行するようにしていきたい。
チームで今日の議題を共有し、商社リーグの質を高めるために、良い循環を作り、全員が主体的に行動して欲しい。

　　　　　　　　　以上

20１5年度商社リーグ　第1回代表者会議　議事録

内容

＜出席者名簿＞
役員会 金田会長、中村、西村
岩谷産業 仁科、戸辺 日鉄住金 遠西、尾方、高石
住友商事 藤田、玉置、石川 蝶理 熊谷、川崎
伊藤忠商事 満井、祖父江 阪和興業 髙木、境野
三井物産 勝岡、山本 日立ハイテク 北村、関
双日 赤司 三菱商事　 後藤、茂木
丸紅 大倉、堀田 　
日本ユニシス 池田、木島 　 　
豊田通商 小倉、宮田
JFE商事 島津、香坂
兼松 米谷、小嶋


